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院において，初回治療として手術療法を施行した子宮体癌 I 期～ III 期症例を
対象とし，診療録をもとに後方視的に検討を行った．解析対象を開腹術にて単
純子宮全摘術（Simple hysterectomy, SH, type I hysterectomy）もしくは準広






Mann-Whitney U 検定およびχ2 検定 , Mantel-Haenszel 検定を行った．また，
最長観察期間を 60 か月とし，局所再発までの期間を Kaplan-Meier 法，Log-
rank 検定および Cox の比例ハザードモデルにて行い，p<0.05 を有意とした．




損症例を除外し，1335 例が解析対象となった． 1335 例中，982 症例（73.6％）
に単純子宮全摘術，353 例（26.4％）に準広汎子宮全摘術が施行されていた．
60 か月を最長とする平均観察期間は 51.8 か月であった．単純子宮全摘術群と
準 広 汎 子 宮 全 摘 術 群 に は 局 所 再 発 率 に 統 計 学 的 有 意 差 を 認 め な か っ た
（p=0.928）（図１）．多変量解析において，局所再発に関わる臨床病理学的因子
として，閉経後 (hazard ratio(HR): 5.036, 95% confidence interval(CI): 1.506-
16.841, p=0.009), I 期に対し，II 期  (HR: 3.337, 95%CI; 1.701-6.547, p<0.001)
もしくは III 期  (HR 2.445, 95%CI 1.280–4.668, p=0.007), 組織型が 2 型  ( HR 
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